
いなば難聴者の会活動補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、いなば難聴者の会活動補助金（以下「本補助金」という。）につ

いて、鳥取市補助金等交付規則（昭和４２年鳥取市規則第１１号。以下「規則」とい

う。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（交付目的） 

第２条 本補助金は、きこえない、きこえにくい人が社会参加を協力し合い、生涯学習

を健康的に推進し、かつ会員相互の親睦により福祉の向上を図ることを目的として組

織された（鳥取県）いなば難聴者の会の活動を支援し、もって障がい者福祉の増進に

資することを目的として交付する。 

 （補助対象者） 

第３条 本補助金の交付の対象となるものは、（鳥取県）いなば難聴者の会（以下「い

なば会」という。）とする。 

（補助対象経費） 

第４条 本補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、当該

年度におけるいなば会の活動に要する経費のうち要約筆記に関する需用費、役務費、

報償費とする。 

（補助金の算定等） 

第５条 本補助金は、補助対象経費の額に１０分の１０を乗じて得た額（その額に１円未

満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。）以内で算定し、予算の範囲

内で交付する。 

２ 補助の対象となる期間は、本補助金の交付決定日の属する年度の４月１日から３月３

１日までとする。 

（承認を要しない変更） 

第６条 規則第９条第１項の市長が別に定める変更は、次に掲げる変更以外の変更とす

る。 

（１）本補助金の増額 

（着手届を要しない場合） 

第７条 規則第１０条第１項第３号の市長が別に定める場合は、同項第１号又は第２号

に該当する場合以外のすべての補助事業に係る場合とする。 

（補助金の交付） 

第８条  規則第１１条第１項ただし書の規定に基づき、本補助金は、概算払により交付

できるものとする。 

（実績報告） 

第９条  規則第１２条に定める実績報告は、補助事業の完了の日から２０日を経過する

日までに行わなければならない。 



（雑則） 

第１０条  この要綱に定めるもののほか、本補助金について必要な事項は、福祉部長が

別に定める。 

附 則

この要綱は、令和６年５月１０日から施行し、令和６年度の補助金から適用する。 


